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１． はじめに 

近年，日本では健康志向の高まりからさまざまなブーム

が生まれており身体を動かすことが注目されている．その

中の一つにウォーキングがある．ウォーキングはその手軽

さから幅広い年齢層に支持され[1]，人口は 4000 万人とも

言われている． 

その反面，なかなか継続して行えず挫折してしまう人も

多い．その原因として，ただ歩くだけという単調な作業で

退屈になってしまうことや毎日同じコースを歩くことで飽

きが生じてしまうといったことが挙げられる． 

そこで， GPS の位置情報を用いて[2]システム側から刺

激を与えることで退屈さを解消し，記録を自動的に保存す

ることで手間を省き継続につながるようなシステムを考え

た． 

2 ． 関連研究 

 運動ログを用いたジョギングコミュニティ組織化支援[3]

は GPS と HRM の 2 つのセンサを用いてジョギング時の速

度や心拍数などのログを取り専用の SNSにアップロードす

る．SNS 上では活動地域や運動目的からコミュニティへの

参加推薦が行われ，コミュニティからはジョギングを継続

できないユーザにログの心拍数をもとにしたジョギング改

善の提案が行われるなどの運動のきっかけと継続の支援を

する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  au Smart Sports Run&Walk[4]は KDDIが提供している携帯

電話の会員制サービスである．ユーザがこのサービスを起

動した携帯電話を持ち歩くことで内蔵された GPS機能によ

り距離，時間，速度，消費カロリー，歩行の軌跡を確認す

ることができる．また，記録は会員サイトのマイページに

自動で送信されブラウザ上で確認することができる． 

3 ． 運動継続支援システム 

3.1 システムの設計方針 

（1）GPSの位置情報の利用 

  ユーザの操作する負担を減らすため GPSの位置情報を

用いて，移動距離，消費カロリーを自動で計算しリア

ルタイムで出力する． 

（2） 刺激となる運動の提示 

  ウォーキング中にさまざまな運動をさせ，かつそれが

トレーニングやエクササイズになるようにする．また，

場所と運動をランダムにすることで毎回違うウォーキ

ングができるようにして飽きを感じないようにする． 

（3）ポケットサイズの小さな端末の利用 

  ウォーキングの邪魔にならないようポケットに入るサ

イズの端末と GPSユニットを利用する． 

（4）記録の保存 

  記録をデータベース保存していつでも参照できるよう

にする． 
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図 1:システムの基本画面 



 

 

3.2 システムの構成 

 本システムは C#で開発しており，開発・実行環境は

Microsoft Visual Studio 2010， .NET Framework4.0 である． 

端末は約 400gで 4.8 インチのタッチパネルで操作できる

BRULE 社の viliv S5 を用いる．GPS ユニットは SONY の

VGP-BGU1 を用いる．端末と GPS ユニットは Bluetooth に

よるシリアル通信で接続する． 

各種データの保存，管理はデータベースで行い，現在は

Microsoft  Office Access 2007 を利用している． 

3.3 システムの機能 

（1）基本画面 

  図 1 に一番基本となる画面を示す．左側の地図上には

現在地，運動を提示する場所を表示している．右側に

はステータスとして GPSの各種情報，ユーザ名，運動

時間，移動距離，消費カロリーをリアルタイムで表示

している．現在位置，運動時間，消費カロリーは 100

ミリ秒毎に更新され，移動距離は 3 秒毎に更新される． 

（2）ユーザ登録 

  最初にユーザの情報を登録する画面が図 2 である．登

録する情報は名前，生年月日，身長，体重である．情

報が不足している場合には登録ができないようにして

いる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）ユーザ切替え 

  データベースに登録されたユーザの中から任意のユー

ザを選択する． 

（4）運動の提示 

  現在の位置が地図上の運動提示マークの場所に近づく

と図 4 のようにポップアップメッセージとして運動を

提示する．この運動は一度達成すると以後近づいても

表示されない． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）記録の保存 

  図 1 の END ボタンを押すと今回の運動の結果として

運動時間，移動距離，消費カロリーがデータベースに

保存される． 

4．システムの操作手順 

（1）ユーザを選択する 

  初回時は図 1 の（A）のユーザメニューから新規登録

を選択して図 2 のユーザ登録画面で情報を登録する．

2 回目以降は運動の開始前にユーザメニューのユーザ

切替えを選択，切替え画面にて登録した名前を選択す

る． 

（2）GPSから位置情報を取得 

図 1 の（B）のセットアップタブにて GPS のポート番

号とバンドレートを設定し，Connect ボタンでシリア

ル通信を行う．  

（3）ウォーキングを行う 

  図 1の（B）の Summaryタブにて GPS から有効データ

が送信されていることを確認し START ボタンを押し

て運動を開始する．途中で図 4 のような運動が表示さ

れるので指示通りにこなしていく． 

（4）記録を残す 

  運動を終了するときに END ボタンを押すと同時に自

動的にデータベースに記録が保存される． 

5．今後の課題 

まず実験を行う．実際にシステムを使用してもらいシス

テムがどの程度有用かを調べる．継続につながるかどうか

を調べるため，日頃あまり運動をしない大学生以上の男女

を対象に行うことを予定している． 

次に現在保存した記録をグラフで表示することを考えて

いるが，さらに継続を促すように記録をどのように活用す

るかを考える必要がある．また，各種センサによる運動デ

ータの取得も検討する． 

最後に，他人と対戦や励ましあいなどの交流をとること

により見守り効果が生まれ相互に継続する意識や意欲が湧

いてくるのではないかと考えているため他人とのコミュニ

ケーション方法も考えていく． 
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図 4:運動提示画面 

 
図 2:ユーザ登録画面 


